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3 成長に合わせて 
乳児から中学生までの各成長段階に関わる事業やサービスを紹介する章です。子ども一人ひとりの育ち 

を町全体で応援するため、安心して子育てができる環境づくりを推進しています。 

不妊・不育症治療について 

不妊・不育症治療を受けた町内に住むご夫婦に治療費の一部や通院等に要した交通・宿泊費を助成し、経済

的支援を目的とした「興部町不妊治療費等助成事業」及び「先進不妊治療費等助成事業」を実施しています。 

(先進)不妊・不育症治療費等助成事業 

● 興部町不妊治療費等助成事業(概要：詳細は町公式サイト該当ページをご参照ください) 

保険適応となる一般不妊治療及び生殖補助医療、不育症医療を実施した際にかかる費用の一部や、通院等

に要した交通費等を助成する事業です。

治療の種類 治療内容の例 助成内容 

一般不妊治療 

・タイミング法 ・人工授精 

・精液検査    ・血液検査 

・手術療法    ・薬物療法  

治療・検査(原因検索・原因疾患への治療を含む)に要した費用

の自己負担額より、1年につき10万円を限度額として助成 

生殖補助医療 
・体外受精 ・顕微授精 

・胚、受精卵培養～胚移植 

・男性不妊手術 

治療に要した費用の自己負担額より、(※)一回の治療につき15

万円を限度額として助成 

※対象の治療に関しては町公式サイト参照 

不育症治療 

不育症検査 
 因子特定のための各種検査 

 検査結果に基づく治療 

治療に要した費用の自己負担額から道の助成金を控除し、１回

の治療につき10万円を限度額として助成 

● 興部町先進不妊治療費等助成事業(概要：詳細は町公式サイト該当ページをご参照ください) 

先進医療の実施医療機関として厚生労働省へ届出を行っている、または承認を受けている医療機関で、医療

保険適用の一般不妊治療または生殖補助医療と併用して実施した先進不妊治療の受診に要した治療費及び

交通費を助成する事業です。  

助成額 本事業に該当する治療費(上限50,000円)に10分の7を乗じた額 

助成回数 

初めて助成を受けた際の治療期間の初日の妻の年齢が… 

→40歳未満の場合は通算6回  →40歳以上の場合は通算3回まで 

※助成を受けた後に出産した場合もしくは妊娠12週以降に死産に至った場合は、これまで受

けた助成回数がリセットされます。 

 【交通費及び宿泊費の助成】 

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

以下の(1)、(2)の合計額の３分の２に相当する額を助成します。  

※ただし、同一の治療に対して、「興部町不妊治療費等助成事業」と「興部町先進不妊治療費等助成事業」の

両事業から重複して助成を受けることはできません。  

(1)北海道内の医療機関までの通院等に要する往復の鉄道賃等(最も経済的な通常の経路・方法により算出)  

(2)片道100km～の通院治療について１泊１万円を限度とする実際に払った宿泊費(１回の治療につき5回まで) 
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子育て環境のさらなる充実に向け、より安心して

出産、子育てができるよう、妊娠・出産・育児に

関する不安や困りごとなど、一人ひとりの妊婦や

子育て世帯に寄り添う妊婦等包括相談支援事業

と合わせて妊婦応援給付金事業を実施します。  

 妊娠届出時、妊娠7～8か月（妊婦訪問時）、新

生児訪問時での面談とアンケートの回答、申請

手続きが必要です。  

詳細につきましては、面談時に説明いたします。 

〈妊娠届時〉 〈出産後〉 

・面談① 

・アンケート① 

・面談② 

・アンケート② 

・面談③ 

・アンケート③ 

〈妊娠7～8か月〉 

［申請後］ 

支援給付① 

［申請後］ 

 

妊娠7～8か月頃に、家庭訪問にて妊娠経過や

お母さんの体調確認、出産に向けてのお話など

をさせていただきます。また、妊婦健康診査受診

票の残り、新生児聴覚検査受診票、産婦健康診

査受診票を交付いたします。対象者には個別で

ご連絡します。  
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妊婦のための支援給付 

妊婦訪問 

妊娠がわかったら妊娠届出を行い、母子健康手帳

をもらいましょう。母子健康手帳は、妊娠の経過や

出産状況、子どもの健診結果や発育などの成長

記録、予防接種の記録などを記入する大切な手帳

で す 。  

 病院で交付される妊娠届出書とマイナンバー

カード(通知カード)を持参し手続きをしてください。

※お電話にて事前予約をお願いいたします 

妊娠したら 

受付場所  興部町福祉保健総合センター「きらり」 

受付時間  月～金曜日(祝日を除く) 8:30～17:15 

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

安心して出産できる環境をつくることを目的とし、分

娩可能な遠方の産科医療機関まで通院する妊産

婦の経済的負担を軽減するため、健康診査や出産

にかかる交通費・宿泊費を一部助成します。対象者

には、新生児訪問の際に申請書をお渡しいたしま

す。  

妊婦の一般健康診査と超音波検査、産婦健康診

査の費用の一部を助成します。妊婦一般健康診

査は14回分、超音波検査は11回分、産婦健診は2

回分の交付となります。  

 母子手帳交付時に妊娠32週9日目までの分を、

妊婦訪問時に残り半分及び産婦健診受診票を交

付いたします。  

※北海道外での妊産婦健診を受けられる方は 

事前申請が必要です。  

母子健康手帳の交付 

多胎妊婦を対象に、定期の妊婦一般健康診査14

回を超えて受診した健診の費用について、1回につ

き上限5，000円、5回まで助成します。  

 助成を受けられる方は、助成対象となる健康診査

を受けてから1年以内に、下記問い合わせ先までお

電話いただくか、「ここいくLINE相談」、または来所

に て お 問 合 せ く だ さ い 。  

妊産婦健診受診票交付 

※本ガイドブックP.49をご参照ください。 

育児休業・給付制度 

多胎児妊婦健診費助成 

妊産婦安心出産支援事業 

※本ガイドブックP.3をご参照ください。 

母子モ(子育てアプリ) 

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

支援給付② 



出産予定日や妊娠中の母体の状況などを事前

登録することで、緊急時に妊婦を救急車でス

ムーズに搬送することができます。母子健康手

帳交付時に合わせて申請・登録をすることがで

きます。   

通報は82-2136(興部消防救急係)におかけく

ださい(緊急時は119番通報も可)。   

多胎妊婦、多胎児親子を対象とした交流会を不

定期で実施しています。妊娠・出産・子育てにつ

いての心配事に対し、先輩ママからアドバイスを

もらったり、多胎児の子育て体験を共有したり、

親子で楽しく交流する場となっています。  

 参加を希望される方は下記連絡先か「ここいく

子育てLINE相談」にてお問合せください。  

実施場所 
 興部町福祉保健総合センター「きらり」 

 大会議室 

妊娠中の方、小学生以下の子どもがいる家庭

が、子どもと同伴で買い物や施設を利用する際

に、特典カードを提示することで協賛店舗から

様々なサービスを受けられる制度です。母子手

帳交付時に特典カードをお渡ししていますが、社

会福祉係窓口でも配布をしています。  

出産したら 

出生日から14日以内に、届出人（子の父または

母）の本籍地か出生地の市区町村に届け出てく

ださい。※届出人が署名した後であれば、親族

などが届出ても構いません。  

※本ガイドブックP. 45をご参照ください。 

※本ガイドブックP. 45ご参照ください。 

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

赤ちゃんが生まれたすべての家庭に、保健師が

家庭訪問し、体重の増え方、母乳やミルクの相

談、お母さんの心身の健康相談、予防接種や子

育ての情報のお知らせなどを行います。対象者

には個別にご連絡致します。  

配布場所 
 興部町福祉保健総合センター「きらり」 

 子育て世代包括支援センター窓口 

対象 
 興部町在住にお住いの 

 妊婦と小学生までのお子さんがいる方 
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プレママあんしんサポート 多胎妊婦親子交流会 

問 社会福祉係    82-4120  

出生届 出産育児一時金 

子ども医療費助成 

問 住民課戸籍年金係    82-2164  

受付場所 
①興部町役場 住民課  

(②(↑の後)「きらり」) 

必要な物 

①出生届(医師の出生証明書の記入があるもの) 

  身分が証明できるもの(運転免許証など) 

  母子健康手帳 

②以下⑴～⑶の書類のうちいずれか1点  

⑴健康保険証(R7年12月2日で廃止予定)  

⑵協会けんぽが発行する「資格確認書」・

「資格情報のお知らせ」のいずれか  

⑶マイナポータル保険情報が確認できる画面等 

受付時間 

月～金曜日(祝日を除く) 8:30～17:15 

※夜間休日でも役場当直室にて出生届をお預

かりしますが、翌業務日以降に母子健康手帳

に出生届出済証明をしますので、手帳を持参

のうえ役場住民課窓口までお越しください。 

成
長
に
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新生児訪問 

どさんこ子育て特典制度 妊娠・出産・子育てに関すること、離乳食や食事

のことなど幅広く相談に応じます。どんな些細な

ことでもかまいませんので、一人で悩まずにご相

談ください。相談は随時対応しています。  

受付場所 
 興部町福祉保健総合センター「きらり」 

 子育て世代包括支援センター窓口 

相談方法 

 ①来所相談(要予約)  

 ②電話相談(下記問い合わせ先) 

 ③ここいく子育てLINE相談(P13) 

受付時間  月～金曜日(祝日を除く) 8:30～17:15 

個別相談 

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

子育て世代包括支援センター    82-4170  



場所 産科医療機関 

受診時期 産後2週間頃・産後1か月頃 

※本ガイドブックP. 45をご参照ください。 

お母さんと赤ちゃんの心身の休養や育児不安の

解消、授乳トラブルの相談などのため、委託医

療機関・助産院の助産師や看護師から授乳・沐

浴指導・育児相談・心身のケアが受けられます。 

場所 
①委託医療機関・助産院(通院） 

②ご自宅(訪問) 

対象 

興部町に住民票のある産後1年までの赤ちゃ   

ん及びお母さんで、産後の体調や育児に不安   

を感じている方。   

※医療行為を必要とする方はご利用できません。 

利用回数 計5回まで 

利用方法 

興部町福祉保健総合センター「きらり」 

子育て世代包括支援センターに利用の申込み

後、直接実施機関に連絡しご予約ください。 
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児童手当 

新生児聴覚検査 

産婦健康診査 

産後ケア事業 

出産記念品贈呈事業 

紙おむつ無料回収 

問 産業振興課    82-2134  

出産後100日の記念に、離乳食などに使用でき

る無垢材でつくられたお子様の名前入り食器を

贈呈しています。

※里帰り出産をされた方は、帰町後に下記まで 

お問合せください。

82-2164  問 住民課住民活動・環境係    

成
長
に
合
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 広域紋別病院 

【通所型(デイケア)】 

○日時：予約時に相談 

○料金：1回(2時間程度)  

        1,200円 

【訪問型】 

○日時：予約時に相談 

○料金：1回(交通費込) 

        1,300円 

＜実施機関＞ 

※利用料の減免について 

「きらり」に利用料免除申請をすることで自己負担額から1回に

つき最大2,500円までの減免支援を受けられます。また、生活保

護・非課税世帯の方は全額減免になりますので、事前にお申し

出ください。  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

※里帰り出産される方について 

里帰り先での産後ケア事業に対して、事前に実施機関と町とで

委託契約を行うことで費用助成の対象とすることができます(事

情により償還払いも可)。事前に里帰りの予定をお伝えいただいた

うえ、事業利用後に「きらり」子育て世代包括支援センター窓口に

申請してください。  

※北海道外でご出産される場合は、事前に下記 

までご連絡ください。  

産後1か月頃は、急激なホルモンバランスの変

化や、赤ちゃんを迎えての生活の変化により不

安を感じたり、授乳に関する不安や困りごとが増

えたりする時期です。お母さんの体調チェックや

授乳、育児への不安を相談することで安心して

子育てができるよう、産婦健康診査(産後2週間・

産後1か月)をご活用ください。  

※受診票は妊婦訪問時にお渡しします。(P22参照) 

家庭から出る紙おむつ類(紙おむつ・紙パンツ・

おしり拭き等)の無料回収を行っています。汚物

を取り除いてから、中身の確認できる透明・半透

明の袋(レジ袋可)に入れて、マジックで「おむつ」

と明記し、燃やせるごみの日に出してください。 

※袋の大きさは45L以下、重さは10kg/袋以内と

なります。  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

先天的な子どもの耳の聞こえの異常を早期発

見・治療するため、新生児聴覚検査にかかる費

用を全額助成します。妊婦訪問の際に道内医療

機関で使用できる「新生児聴覚検査受診票」を

交付しますので、医療機関へご提出ください。  



発育性股関節発育不全(旧先天性股関節脱臼)

は、早期に見つけて治療することで歩くようにな

るまでにはそのほとんどが治る病気です。出生

後に起こることもあるため、適切な時期に検診を

受けることが大切になります。大切な赤ちゃんの

ためにも、必ず受診することをおすすめします。  

0歳～5歳頃 

7・8か月児健診 

1歳児相談 

場所 
興部町福祉保健総合センター「きらり」 

大会議室 

対象 
1歳～1歳2か月頃の子ども 

※対象者には個別に案内します 

内容 計測・育児相談・栄養相談・歯科指導 

1歳6か月児健診 

2歳児相談 

3歳児健診 

場所 興部町福祉保健総合センター「きらり」大会議室 

対象 
生後7～8か月になる赤ちゃん 

※対象者には個別に案内します 

内容 
計測・診察・育児相談・栄養相談 

歯科指導・ブックスタート(P26参照) 

場所 
興部町福祉保健総合センター「きらり」 

大会議室 

対象 
1歳7か月～1歳8か月頃の子ども 

※対象者には個別に案内します 

内容 
計測・診察・育児相談・栄養相談・歯科健診 

歯科指導・フッ素塗布 

場所 
興部町福祉保健総合センター「きらり」 

大会議室 

対象 
2歳～2歳2か月頃の子ども 

※対象者には個別に案内します 

内容 計測・育児相談・栄養相談・歯科指導 

場所 
興部町福祉保健総合センター「きらり」 

大会議室 

対象 
3歳5か月～3歳6か月頃の子ども 

※対象者には個別に案内します 

内容 
計測・診察・育児相談・栄養相談・歯科健診 

歯科指導・フッ素塗布・(屈折検査) 
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発育性股関節形成不全検査 
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4・5か月児健診 

場所 興部町福祉保健総合センター「きらり」大会議室 

対象 
生後4～5か月になる赤ちゃん 

※対象者には個別に案内します 

内容 計測・診察・育児相談・栄養相談・歯科指導 

1か月児健診 

疾病及び異常を早期に発見し、育児に関する助言

や乳児の健康の保持及び増進を図ることを目的と

して、１か月児健診の費用を助成します。妊婦訪

問の際に、道内医療機関で使用できる『１か月児

健康診査受診票』を交付しますので、受診の際に

医療機関へご提出ください。  

※里帰りなどで、北海道外で受診される場合は、

事前に下記問い合わせ先までご連絡ください。  

場所 
整形外科(個別受診) 

※近隣では広域紋別病院、小林整形病院等 

時期 生後3か月後半から4か月頃 

料金 

自己負担 

※医療機関によっては保険適用にならない場

合があります。(上記の病院は保険適用可) 

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

ここいく一時預かり 

※本ガイドブックP. 8をご参照ください。  



幼児生活改善事業 

子どもの頃に身についた生活習慣は、成人期の

生活習慣や健康にも影響を及ぼす為、幼児期か

ら改善していくことが望ましいです。  

 お口の健康は全身の健康にも直結します。い

つまでも健康で美味しく食べられるように、この

事業では子どものお口の機能や歯の様子、歯に

良い食事などをお伝えします。   

離乳食教室 

チャイルドシート貸出し 

チャイルドシートの使用を希望される町民の方に

無料貸出しを行っております。  

 交通安全のため、6歳未満の子どもを乗車させ

る際にはチャイルドシートを着用させることが義

務付けられています。お孫さんが遊びに来たとき

など、急にシートが必要になった場合などにご利

用ください。ddddddddddddddddddd   

ブックスタート事業 

7・8か月児健診の際に、絵本を

ひらく楽しい「体験」と「絵本」を

セットにしてプレゼントする活動

です。抱っこのぬくもりの中で絵

本を読んでもらう心地よさと、

楽しいひとときを読み聞かせを通して感じ

てもらえれば幸いです。

 また、1歳6か月児健診時にアンケートを

とり、アンケートの内容に合わせて名前入

りのオリジナル絵本を作成しプレゼントし

ています。  

お渡し 

時期 

①7・8か月児健診時 

②1歳6か月児健診時にアンケート回収後 

  興部町図書館にてお渡し 

就学時健康診断 

就学時健康診断とは、小学校に入学する前に受

ける健康診断のことです。  

場所 興部町福祉保健総合センター「きらり」 

日時 

開催が近くなりましたら、対象者の方に周知

いたします。また、興部町公式ホームページ

でもご確認いただけます。  

内容 
歯科衛生士によるお口に関するお話、管理栄

養士による調理実習など  

場所 興部町福祉保健総合センター「きらり」 

日時 

開催が近くなりましたら、対象者の方に周知

いたします。また、興部町公式ホームページ

でもご確認いただけます。  

内容 

管理栄養士による離乳食のお話、調理実習、

試食、計測(希望者)、同じ月齢のお子さんを

持つ保護者同士の交流会など。  

場所 興部町役場 住民課窓口 

申込方法 
事前に連絡の上、住民課備えつけの申請書に

よりお申込ください。  

貸出日数 連続7日間まで  

種類 ○乳児用   ○幼児用   ○児童用 
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問 興部町図書館    82-4191  

場所 興部町公民館 

内容 
内科健診や歯科健診、視力・聴力検査、知的

発達検査など  

成
長
に
合
わ
せ
て 

問 住民課住民活動・環境係    82-2164  

問 教育委員会総務学校係    82-2552  

眼科屈折検査 

年度内の３歳児健診対象児に対し、子どもの視

覚検査を簡単に行うことができる屈折検査機器

を導入し、眼の屈折や眼位等の検査を実施して

います。この時期に屈折異常や斜視などの問題

があり治療が遅れると、視力が正常に発達せず

弱視となってしまうことがあります。子どもは見え

にくさを自覚していないことが多く、家族も気づき

にくいことが多いため、異常を早期に発見し、適

切な治療につなげることが重要です。   

場所 興部町福祉保健総合センター「きらり」 

日時 
開催が近くなりましたら、対象者の方に周知

いたします。  

内容 視能訓練士による屈折検査機器を用いた検査 

離乳食について、知りたいこと、不安なこと、心

配なことはありませんか？  

 離乳食の進め方や、取り分けの仕方、作り方

のポイントなどをお伝えします。  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

問 子育て世代包括支援センター    82-4170  

親子サロン あそびんこ 

※本ガイドブックP. 27をご参照ください。  



保育所・幼稚園 

保育所 

保護者が労働したり疾病にかかっている等、家庭で十分保育することができない児童を家庭の保護者にかわっ

て一般家庭と同様の保育をすることを目的とする施設です。興部町には以下2か所の保育所があります。dddd 

申し込み 

新年度の入所確定以降は、定員に空きがある場合に限り随時入所を受け付けております。 

入所を希望されるかたは、事前に定員の状況を下記お問合せ先よりご確認願います。  

※入所基準等の詳細につきましては、右上記のQRコード読み取り先(興部町公式HP)をご参照ください。 

新年度の入所受付 

毎年、2月1日から2月20日頃まで新年度(4月1日)からの入所児童の受付を行っております。 

必要書類等がございますので、事前に福祉保健課 社会福祉係までお問い合わせください。 

問 社会福祉係 82-4120 

幼稚園 

3歳～6歳の幼児期の子ども達が遊びながら基礎的な社会性や学習能力を身につけるための教育施設です。 

申込み・新年度の入所受付について：上記までお問合せいただくかホームページにてご確認ください。 

27 

施設名 所在地 電話番号 滞在時間 公式ホームページ 

はまなす幼稚園 興部町元町 TEL:0158-82-2303 平日  8:30～14:00  

成
長
に
合
わ
せ
て 

施設名 所在地 電話番号 保育時間 延長保育 情報掲載ページ 

興部保育所 興部町幸町 TEL:0158-82-2707 平日  8:00～16:30 ○(17:45まで) 

 

沙留保育所 興部町沙留旭町 TEL:0158-83-2503 平日  8:00～16:30 ○(17:45まで) 

子育てサポートセンター「はこぶねハウス」 

はまなす幼稚園の園児を対象とした預かり保育です。幼稚園生活の延長とならないように、家庭

的な雰囲気を大切にしています。  

預り

時間 

平日 ： 園児降園後から18時まで 

土曜日 ： 午前8時30分から12時30分 

休業日 ： 午前8時30分から18時まで 

利

用

料 

 1回の利用で100円 

親子で参加できる「あそびんこくらぶ」 

未就園児が親子で参加できる子育てサロンです。参加無料でどなたでも参加できます♪  

開催

日時 

 原則的に月曜日 

 午前10時00分から11時15分 

利

用

料 

 無料 

tel:0158822707


小学生～高校生 

はこぶねハウス(学童) 

子ども達が楽しく、安全に学校放課後を過ごし、

保護者の方が安心して働くことができるように、

興部町の補助を受けて学校法人はまなす学園

が運営している学童保育です。  

 障がいのあるお子さん・保護者の方のサポー

ト、心のバリアフリーの為にも、はこぶねハウス

が活用されることを望んでおります。  

興部町公営塾「つなぐ」 

場所 はこぶねハウス(はまなす幼稚園) 

対象 

以下①～③にあてはまる小学生 

①保護者の仕事の都合により預かる必要がある 

②家族のケア・通院等により預かる必要がある 

③保護者の体調不良により預かる必要がある 

利用時間 

月～金曜日(祝日を除く)  放課後18:00まで 

土曜日  午前中(要事前連絡) 

長期休暇中  8:00～18:00 

申込方法 
はこぶねハウスに来園又はお電話にてお申込

み・お問合せください。TEL:82-2303  

場所 興部高校3階  物理地学教室 

対象 興部高校の在学生  

時間 月～金曜日  10:00～18:30 

問合せ 
TEL：080-8746-0320  

Mail：okoppekoueijuku@gmail.com 

興部高校で学ぶ生徒により良い学習の環境や

機会を提供するために、興部町が、興部高校の

協力のもとに運営している公営塾です。  

 興味あること、やってみたいことを将来に活か

す支援ができる場所となるべく運営しています。

 

放課後子ども教室(学童) 

沙留小学校就学児の放課後における安全で安

心な居場所を確保するとともに、地域の住民との

交流、学習の機会を提供するための事業です。 

場所 沙留公民館 

対象 沙留小学校の就学児  

利用時間 

月～金曜日(祝日を除く)  放課後18:00まで 

土曜日  9:00～17:00(事前申込制) 

長期休暇中  9:00～17:00 

申込方法 

興部町教育委員会 社会教育課(中央公民館内)

まで来所もしくはお問合せください。 

教育委員会 社会教育課(℡ 82-2552)  

転校(小・中学校) 

転出 
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転入 

転入手続き後、教育委員会において前の学校で

交付された「在学証明書」「教科書用図書給与証

明書」を提出し、「入校票」の交付を受けます。

「在学証明書」「教科書用図書給与証明書」「入

校票」をもって、直接学校で手続きしてください。 

就学援助 

※ 本 ガ イ ド ブ ッ ク P .  4 8 を ご 参 照 く だ さ い 。 

学校で「在学証明書」「教科書用図書給与証明

書」の交付を受け、転出先の市町村と学校で手

続きをしてください。  

問 教育委員会 総務学校係 82-2552 

成
長
に
合
わ
せ
て 

ヘルメット無料支給 

問 教育委員会 総務学校係 

  支給時期 

・小学校1年生 ・小学校4年生 ・中学校在校中 

自転車事故によるケガ等を減らすことを目的とし

て、以下の時期に興部町交通安全協会より、自

転車用ヘルメットを支給します。なお、ヘルメット

は数種類の中より選ぶことができます。  

82-2552 



子ども・子育て拠点施設 認定こども園整備事業  について 

令和８年 

１０月 

開園予定 

遊戯ホール 子育て支援ホール 学童保育室 玄関・図書ホール 

年長児ゾーン
学童・

施設レイアウト 

支援センター

年少児ゾーン

２階

マップ 

興部町では、就学前の全ての子どもに対する質の高い幼児教

育と保育を総合的に行い、地域ニーズに応じた多様な子育て支

援サービスと提供を行う施設として、令和８年１０月開園を目指

し、幼保連携型認定こども園の施設整備事業を進めています。 

認定こども園整備事業について 

そもそも「認定こども園」って？ 

認定こども園は、簡単にいうと幼稚園と保育

所の機能をあわせもつ施設です。職員は保育

士と幼稚園教諭の２つの資格を持っているた

め、より質の高い教育・保育を提供できます。 

利用条件がないので、お父さんお母さんが働いていなくても

大丈夫。3歳以上の児はすべての子どもが利用できます。 

※０～２歳児については利用条件(「保育を必要とする」)を

満たすことで利用することができます。  

0歳から小学校入学前まで一貫した教育・保育の提供が可

能となり、様々な年齢の子どもたちが一つの施設に集まり

幅広い交流が期待できます。  

幼保連携型認定こども園では、子どもたちへの給食を義務

付けているので、仕事で忙しいご家庭でも安心して子供を

預けることができます。  

3歳以上の保育料は費用負担が無料となります。  

29 



認定こども園の「認定区分(利用形態)」 

認定こども園に入所する際は、以下の3つの区分に分け、保育認定を受けてから利用します。なお、

保育無償化制度で３歳以上の費用負担は無料です。  

【１号認定】 
３歳以上で 

保育を必要としない子ども 

【２号認定】 
３歳以上で 

保育を必要とする子ども 

【３号認定】 
３歳未満（０歳～２歳）で 

保育を必要とする子ども 

専業主婦家庭など 

共働き家庭など 

無

料 

利用時間について(モデル) 

※以下の表は、現時点で想定されるものとなっており、開園時のものとは異なる場合があります。  

【１号認定】 
・ 3 歳 以 上 

・ 保 育 不 要 

７：００ ９：００ １４：００ １６：３０ １９：００ 

【２・３号認定】 
・ 3 歳 以 上 

・ ３ 歳 未 満 

・ 保 育 必 要 

登園 
預かり 

保育 

降園又は 

一時預かり 閉園 

登園 
延長 

保育 
閉園 

降園又は 

延長保育 

１７：００ 

※ は基本となる利用時間です。 は利用可能な時間です。 

併設予定の施設について 

放課後児童クラブ(学童保育) 
放課後児童クラブ(学童保育)は、保護者の方が就労などの理由で、放課後や長期休業期間におい

て、家庭で保育を受けることができない小学生を対象に、放課後や学校休業日(土曜日・夏休みなど)

に、子どもが安心して過ごせる“遊び”や“生活”の場を提供する施設です。  

子育て支援センター 

発育や発達に応じた遊具の中で、就学前乳幼児と保護者が安心して遊べる交流スペース。  

就学前のお子さんとその保護者同士の交流、子育て相談、子育て支援の情報提供など、子育てを総

合的に支援する中核施設です。例として、以下のような施設・サービスを整備予定です。  

子育てに疲れた時、急な用事ができた時、6か月齢から就学前のお子さんまでを対象とした一時預かり事業。 

子育てや食に関する講座等のほか、親子カフェとして利用できるカフェスペース。  

30 



療育・養育 
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成
長
に
合
わ
せ
て 

心やからだ、ことばの発達に心配のあるお子さんのために、ご家族と一緒に力を合わせて、療育という場

を通してお子さんの発達を支援していくところです。  

 

具体的には…  

お子さんが生活力・行動力・信頼感などを育み、社会に適応出来るように、個別または小集団での活動や

遊びを通じて学ぶ機会を提供します。

また、ご家族の方には、一緒にお子さんと通いながら、共に活動したり、又はお子さんの活動の様子を見

て頂く事で、子育てにおける悩みの解消や気づきを図れるように支援していきます。   

西紋こども発達支援センター・すてっぷ  

こども発達支援センターってどんなところ？ 

場所 紋別市緑町5丁目8-34 

事業種別 

 障がい児通所支援事業所

 ①児童発達支援  

 日常生活における基本動作の指導及び知識技能の習得、並びに集団生活に適応することができるようにすることや 

 その他必要な支援を行うサービスです。  

 ②放課後デイサービス  

 就学していて、授業終了後又は休業日（夏休み等）に支援が必要と認められた児童に、生活能力の向上のために必 

 要な訓練、社会との交流の促進、その他必要な支援を行うサービスをいいます。  

対象 
 定期通所：幼児～小学6年生までの心身などの障がいや発達の困り感を持つ児童で保護者同伴通所が可能な方  

 ※障害福祉サービスの申請が在住市町村及び当センターで認められた方に限ります。  

利用料 

 下記までお問い合わせ下さい。 

 ※国の障害福祉サービスの基準に基づいた設定となっております。  

 ※生活保護世帯や低所得世帯（町民税非課税）３歳から５歳児の保育等無償化世帯は利用料の負担はありません。 

利用まで

の流れ 

 ①療育相談（面接）により、通所における保護者及びこども発達支援センター双方の同意 

 ②各関係機関との連携（市町村・幼稚園・保育所・認定こども園・学校・児童相談所・病院等、必要な関係機関） 

 ③市役所や役場の担当窓口で障がい福祉サービス利用申請の手続きを行う。 

 ④利用計画案作成   ⑤サービス支給決定   ⑥こども発達支援センターや相談支援事業所と契約   ⑦利用開始 

お問合せ 

 ・西紋こども発達支援センター・「すてっぷ」(受付時間：平日 8：45～17：30 ) 

   TEL：0158-23-7100    FAX：0158-28-6120    MAIL：ryouiku@city.mombetsu.lg.jp 

・「きらり」子育て世代包括支援センター (受付時間：平日 8：30～17：15 ) 

   TEL：0158-82-4170    ※来所やここいく子育てLINE相談でもご相談いただけます。 

「すてっぷわくわく広場（療育体験）」のご案内 

「すてっぷ」では、健診や相談の中で発達が気になるお子さんの相談対応をしています。療育相談をした

お子さんを対象に、普段すてっぷで行われている療育と同様の内容を体験することができます。利用希

望や確認事項等がございましたら「きらり」子育て世代包括支援センターまでご連絡ください。  
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紋別市にある特別支援学校です。特別支援学校とは、心身に障害を持っていたり、大きな病気を患ってい

たりする児童・生徒が通う学校のことを意味します。   

北海道紋別養護学校 (小学部・中学部・高等部) 

教育相談及び学校見学について 

就学や転入学を検討されている方に対して、校舎内や学習場面を見ていただく教育相談及び学校見学を

行っております。希望される方は、在籍している幼稚園・保育所・小中学校等を通して下記お問合せ先ま

でお申し込みください。  

場所  紋別市大山町3丁目14番地 

お問合せ 

 北海道紋別養護学校  

 TEL・FAX：0158-23-9275  

 MAIL：monyo-z0@hokkaido-c.ed.jp  

ことばの教室は、通常学級に在籍しながら、特別な指導の場で個々の実態や状況に応じた指導を行う教

育の形態です。  

 ことばにかかわる悩みをもっているために，家庭や学校など様々な場面で、もっている能力を十分に出

せないでいる児童に対して、ことばや全体的な発達を促すための支援をしています。   

ことばの教室 (紋別小学校) 

場所 
 紋別小学校 

 住所：北海道紋別市花園町5丁目4-15 

利用料 
 無料 

 ※交通費の助成制度あり。詳細は教育委員会 総務学校係(82-2552)までお問い合わせください。 

利用に 

ついて 

 就学時健康診断(P26参照)後、ことばの困り感がある児・保護者に対し、利用の提案をさせていただきます。 

 就学時健康診断以降のご利用につきましては、在籍している小学校にお問合せください。 

特別支援学級では、障がいのあるなしに関わらず、児童・生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組

を支援するという視点に立ち、一人ひとりの教育的ニーズを把握し、もてる力を高め、生活や学習上の困

難を改善又は克服するため、指導及び支援を行っています。興部町では小中学校に設置をしています。  

特別支援学級 

設置 ＜小学校＞ 興部小学校 、沙留小学校      ＜中学校＞ 興部中学校     

お問合せ 

・教育委員会 総務学校係 TEL：82-2552 

・興部小学校 TEL：82-2039 

・沙留小学校 TEL：83-2004 

・興部中学校 TEL：82-2063 

 ※「きらり」子育て世代包括支援センター(82-4170)でもご相談いただけます。  

82-4170 FAX  88-2130 興部町子育て世代包括支援センター 


